
（注）現行から再編後への移行は主な事務の流れを示したものである。�
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Ｑ６３ ２００１年１月に中央省庁が再編されるそうですが，文部

省はどのようになるのでしょうか？

Ａ 文部省と科学技術庁が統合して「文部科学省」になります。

少子高齢化，国際化，高度情報化など急激な変化を遂げる中

で，これまでは有効に機能してきた戦後型行政システムが制度

疲労をおこし，また，縦割行政や組織の肥大化などの弊害が叫

ばれるようになりました。

新しい時代に見合った簡素で透明，効率的な政府を実現する

ため，これまでの行政システムを根本から問い直し，内外の変

化に機動的に対応できる行政システムづくりを進めていくため，

中央省庁の再編をはじめとする様々な行政改革が進められてい

ます。

文部省と科学技術庁との統合

文部省が所管する学術行政は，大学を中心として，研究者の

自由な発想に基づき，あらゆる学問分野にわたるボトムアップ

型学術研究を推進してきました。

一方，科学技術庁が所管する科学技術行政は，科学技術の振

興を図るため，主として，社会的，経済的にニーズに対応した

研究開発を推進してきました。

最近では，基礎研究の重要性が高まるなど，両者の関係がよ

り密接になってきているため，両省の統合により，学術行政と

科学技術行政のそれぞれの利点を生かしつつ，総合的な学術・

科学技術行政を推進することが可能となります。文部科学省で
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文部科学省の組織編成�は，具 体 の 組 織 に お い て も，学

術 行 政 と 科 学 技 術 行 政 を 融 合 さ

せ た 局 編 成 を 行 う こ と と し，学

術・科 学 技 術 の 一 層 の 総 合 化 を

図ることとしています。

文部科学省の組織

２１世 紀 に 向 け て，我 が 国 が 創

造 力 と 活 力 の あ る 国 家 と し て 発

展 し，国 際 的 に も 積 極 的 な 役 割

を 果 た す た め に は，文 部 科 学 省

において，

① 豊 か な 人 間 性 の 育 成 等 を 目

指した教育改革の推進

② 学 術 及 び 科 学 技 術 行 政 の 総

合 的，積 極 的 か つ 計 画 的 な 取

組 の 強 化 と 学 術・科 学 技 術 研

究の調和及び総合性の確保

③ 文化行政の機能の充実

等に取り組むことが重要です。

こ れ を 踏 ま え，文 部 科 学 省 の

新たな任務は，「教育の振興及び

生 涯 学 習 の 推 進 を 中 核 と し た 豊

か な 人 間 性 を 備 え た 創 造 的 な 人

材 の 育 成，学 術，ス ポ ー ツ 及 び

文 化 の 振 興 並 び に 科 学 技 術 の 総

合 的 な 振 興 を 図 る と と も に，宗

教 に 関 す る 行 政 事 務 を 適 切 に 行

うこと。」となりました。

教育改革 Q&A ～教育改革に関する様々な疑問にお答えします～
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